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日本人はどこへ宿泊旅行に行くのか？

※本資料は、「不動産マーケットリサーチレポート（2025年1月発行・要約版）第６章／不動産賃貸市場・ホテル編」から一部抜粋し、
一般読者向けに加筆修正したものです。
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日本人の旅行は宿泊料金が安価で、アクセスが良いエリアへシフトする
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◼ 宿泊費や航空運賃といった旅行費は賃金を大きく上回って推移している
（上図）。円安により支払能力の高い外国人の需要が増加しているた
め、特に宿泊費の上昇ペースが速い。宿泊費の高騰によって日本人旅
行者のホテル利用は減少している（下図）。外国人が多く訪れる東京
や大阪・京都は日本人のホテル利用者が大きく減少しており、代わって
簡易宿所やカプセルホテルといったホテル以外の利用者が増えている。

◼ 関東圏では、東京近郊（神奈川、千葉、埼玉）やその他関東（茨城、栃
木、群馬、山梨）など東京から近いエリアでは日本人のホテル利用者は減
少しているが、隣接する関東周辺（福島、新潟、長野、静岡）ではそれほ
ど減少していない。また関西圏では、その他関西（兵庫、奈良、和歌山、
滋賀）ではホテル利用者はそれほど減少しておらず、隣接する関西周辺
（岐阜、福井、三重、岡山、鳥取）では大きく増加している。

◼ 大都市やその近郊では宿泊費が高く、日本人旅行者の足が遠のいてい
る。一方、外国人旅行者が少なく宿泊費が安価で、大都市圏から新幹
線などでアクセスが良い、周辺地域へと日本人の旅行はシフトしている。
今後も、訪日外国人の増加により、宿泊費や航空運賃の上昇は続くと
予想され、日本人の旅行先の大都市圏の周辺へのシフトは続く。そのよ
うなエリアの宿泊施設では、日本人需要を取りこぼさないよう、国内客へ
向けた積極的なPR、リピーター獲得のための利用特典の充実などの施
策が重要となってくるだろう。

出所）日本銀行、Oxford Economicsをもとに三井住友トラスト基礎研究所作成

【交通機関・宿泊サービスの価格指数と名目賃金の推移】

【日本人延べ宿泊者数の増減と宿泊施設別の寄与度（2024年）】

（2020年=100）

出所）観光庁「宿泊旅行統計調査」をもとに三井住友トラスト基礎研究所作成
注）2024年1月～12月の前年比
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当社発行「不動産マーケットリサーチレポート」のご案内

本レポートは、当社の有償レポート「不動産マーケットリサーチレポート（年２回発行）」をもとに、
一般の読者に向けて再編集したものです。将来予測を含む同有償レポートの内容および購入
につきましては、当社HP（https://www.smtri.jp/service/report/market_research_report.html）をご
参照下さい。

【お問い合わせ】 投資調査部
https://fofa.jp/smtri/a.p/113/

https://www.smtri.jp/service/report/market_research_report.html
https://fofa.jp/smtri/a.p/113/
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